
カタクチイワシ漁業|産上調査

凱宍

瀬戸内海漁業基本調査の一環として，南西海区水産研究所の委託により実施した。従来の調査で内海

におけるカタクチイワシ資源の動態を解析するための基礎的知見を得たので，本年は漁況予測のための

生物調査お､よび漁護日報鯛査を行.った。

調査方法

鯛査の方法は昭和48年度瀬戸内海漁業基本調査委託要絹に基づくものである。

I.生物調査

(1)卵稚仔調査：毎月上旬の浅海定線調査時,鰯ネットの垂直びきにより採集されたカタクチイワ

シの卵，稚仔の個体数を測定。

（2）体長組成：毎旬約200尾の体長(B.L)を穿孔法により，測定した。穿孔した標本並遍につ

いても測定した。

(3)精密測定：毎旬体長穿孔を行った200尾中から,30尾を無作為に抽出し，体長，体垂，性別

生殖腺亜量，脊椎骨数等を測定した。

2．漁獲日報調査

イワシ巾若網漁船のうち1隻（標本船）を理び，毎日（操業日）の漁獲日報調査表の記帳を漁業者

に依頼した。

毎月上旬の浅海定線調査で採集されたカタクチイワシ卵，稚仔の出現状況を表】に示す。卵は言‘

~10月に出現し，稚仔は6～10月に出現している。卵，稚仔とも8月に最多出現し，ひき網：

回あたりの採集数は，卵72．9，稚仔12．9である。しかし，昨年の卵240.3,稚仔20.3と比べ

るとやや少ない。卵，稚仔の出現分布は昨年同様湾興部（泉大津一神戸を結ぶ線の北部）に多い傾

噌蕊｣…
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表1．カタクチイワシ卵，稚仔採集結果（大阪湾昭和48年）

⑬ネット曳網1回あたりの採集数

表2．カタクチイワシ体長組成表（昭和48年）

(3)楕密測定

測定結果を表3に示す。なお詳細については付表9に示す。

表3．カタクチイワシ精密測定結果（大阪湾昭和48年）
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2．漁獲日報調査

ri端綱標本船｡漁蝿成を表4に,漁盤されたｶｸｸﾁｲﾜｼの大羽,中羽,小羽別の組成を図‘
に，漁捜亜逓を図2に示す。をた標本船の操業漁場を図3に示す。

槻本船の出漁日数は6月に70,8月;11日>9月:24II,10月20日と62日間出漁して

いる。例年であれば，この6～10月の漁期で85～1oo日の出漁であるが,本年は,6月上旬の

PCB汚染調五の発表に上り，カタクチイワシの出荷見込みが立たなくなった6月中旬～8月中旬健

かけて休漁したため，例年の70影前後の出漁日数となっている。
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表4巾着網標本船の漁獲組成（昭和48年度）
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園3巾遍緬の出熱漁堀（標本鉛
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投網回数は，漁期を通じて1日平均4回である。昨年は平均6回であった。これはカタクチイワ

シのCPUE(I投網あたりの漁穫価）が昨年は平均4.5t,本年は13.6tであることからもわか

るように，魚群、の多いことによるものである。特に8月（下旬のみ出漁）のCPUEは,18.3t

と今堂でにない漁穫冊であった。

イワシ巾端綱で漁獲される魚棚は，カタクチイワシ，マイワシ，サバ，コノシロ，ブリ（ツバス）

スズキ（セイゴ），タチウオ，サワラ（サゴシ），アジ等である。本年は漁護吐の81％をカタクチ

イワシが占め，次いでマイワシの18影である。他の魚梗は1妬以下である。マイワシは，昨年か

ら漁獲され始めたもので，今後資源の動向が注目される魚極である。（昭和47年哩耶業報告，漁

況調在，巾茄綱の項参照）

府下のイワシ巾粁網で漁獲されるカタクチイワシは,90影以上を餌料とするため，漁穫対象は

ほとんど大羽，中羽である。わずかに6月上旬に小羽の漁獲がみられるが，これはとの時季，漁場

に成及した中，大羽が非荊に少な！'､からである。

漁場は，その肪季の海況や餌科生物の存在によって移動するカタクチイワシの分布に上って定堂

るものであろうが，ほぼ泉佐野港～神戸和田岬を結ぶ線の湾奥部である。

との海域以外では，9月に泉南沖での投網が数回みられるにすき'ない。
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クロダイ種

1）種苗生産技術開発試験

苗 生産試験

小菅弘夫、石渡卓

昨年に引続きクロダイ刷苗の大Ii生産という立場から，その方法，技術について試験検討した。

親魚，採卵

昨年喚の結果から，刺網で漁獲された税魚から採卵したものは，受梢率，ふ化率ともに水槽中で自然

産卵したものに較べて軒し〈劣ったので，今年唖は自然産卵したものを主として用い，漁穫覗魚からの

ものを副次的に用いた。

自然産卵した親魚は近蛋大学白浜実験鯛で飼育中のもので,it10尾，雄2尾から採卵した。産卵は

4月25日のI5時頃と26日の21時頃で，産卵後15B5Im左いし2smⅢ目から輸送を始めた。卵

は約2万粒／必の密皿でビニール袋に収容し，ライトバンにエって約3時間輸送した。刺綱漁穫の親魚

は，兵m県津名郡五色町都志漁協に水揚げされたもので,3回にわたり，雌約3OfiL.雄約60尾を川

いたが，時期が遅れたこともあって，採卵できた雌は10尼であった。受禰は乾導法および湿導法を州

い，受桁後約1時IB]経てから約5時Ⅲlの輸送を行った。輸送後卵はパンフイト製1トンタンクに24.000

～96,000粒づつ収容した｡収容時の水蝕，比亜は白浜採卵分では20．0～20．2℃，比Ⅲ，23．7，都

志採卵分は20.1～20．3℃，比亜.23.5であった｡

仔稚魚の飼育

飼育方法はほぼ昨年と同様であるが，パンライト製1トンタンクで，ふ化後24日蚤で止水飼汀し，

以後流水(200^/h)を毎日2～3時Ⅲl行った。止水時はマリンクロレラを卵収容時から約3x10

個/cc入れ，以後この浪腰を保つよう努めた。

餌料はふ化後23日雀でシオミズツポワムシのみを0．6～1.5/ccを与え，その後51日雀ではシ

オミズツポワムシの他プラインシユリンプのノウプリウス(0.2～1.8万／トン）と魚肉，エビ肉のス

リ身とシラスウナギ用配合餌科のねり餌をネットに塗抹して垂下した。

ふ化後70日Ⅲ1の飼育水温は16．1～24．0℃であった。

要

隙畔鯛鷲為
｜

ムシ、が少なく柵苗の歩岡は良くなかった。



クロダイ飼育経過

燕ふ化率は受梢卵に対する率
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クロダイ飼育と生活空間について

一 そのⅡ一

小菅 弘 美

昨年度に引続き，成長段階別における生活空間について検討を加えた。

供試藍

試験に供した仔稚魚は，昭和48年4月25日近畿大学白浜実習場にて，自然産卵された卵を当水試

においてふ化，飼育したものを用いた。

試験方法

昨年度における「生活空間」の試験においては，成長段階別に収容密匪を変え試験し，適正収容密艇

の一応の範囲を把握できたが，今回はその範囲内で50cc当り0.2尾，0．5尾.1.0尾,2.0尾の4収

容密腰を全成長段階を通じて同一にし，成長段階にともたう適正密艇の推移をさらに明砿にするため試

験を亜ねた。

成長段階としては，第1段階はふ化後3日～10日，第2段階はふ化後1i日～21日，第3段階は

ふ化後25日～32日とし，収容水梢については昨年の試験結果より,1o必区(24ea×24画×

20cn,以後A区）と604区(30画×6Oca×4Ocn,以後B区）の2種で代表したため条件とし

ては，8区の試験区で行った。

1．ふ化後3日よりの試験結果

この時期における試験では，供試仙の取扱いが結果に大倉<影鞠するとと力池配されるので，4月近

畿大学で自然産卵された卵からの仔魚と，5月に淡路で人工採卵された卵から得られた仔魚との2回に

わたって試験を行なった結果,B区において差が見られたが,W2,第3段階での試験との関連性をも

検討できるようにするため，ここでは4月における発生仔魚による試験について述べる.，

試験に供した仔魚は，直径0.88画前後の完全浮上卵から，受精後約40時間でふ化し得られたもの

で，ふｲﾋ時の体長(T.L)は約3.0頭である。初期餌料としてのクロレラは，それ自体によるもう一つ

の作用とされる環境作りの効果を期待することから受榊卵収容1週IⅢ前から卵収容予定クンクで培凝を始

め，卵収容時に30~40万/ccの渥喚になるようｺﾝﾄ｡‐'しした。したがってふ化仔魚にとっては

いつでも餌科としてのクロレラを摂餌できる状態にあった。さらに，ふ化後3日からは，マリンクロレ

うで培錐したワムう 与えたが，その量はふ化後3日～1週IⅢは0.5～1．0個/cc/トン、1週間

－63－



～21111]は1.0～2.03/CC/トン,2週Ill]～25日は2.0～4.0s/cc/トンであった。このような

状態で1トンタンクで飼ffした仔魚をサンプリンク･し各試験に供した。

ID成畦・歩冊

との時期にふ･ける各試験区の減耗状況は図－1のとおりである。試験開始511目に全試験区で大風銘

死が起っているが，この時期は仔魚にとってクロレラからワムシへの餌科転換期にあり，その転換が適

幡に行なわれなかったことに加え，一般的現象としてのCriticalpointであったためと考えら

れる。

図 一 ｜ 仔 魚 の 減耗状態
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この結果からは,A.B区お上び各収容密歴における差について適当な判断を下すのは困難であるが．

成長率，増璽量にらいては表-1-1のとおり,A,Bいずれの区とも収容密痩の一播低い0.2111/50

cc区がすぐ･れている◎

表-1-1ふ化後3日よりの試験における成長率

傘：蝿粥の仙棚率に主･ける平均体長の|凹領限界

*・;試験開始時の平均体長に対する各試験区の成陸割合

表－1－2ふ化後14nよりの試験における成及度

－65－
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表－1－ 3ふ化後25日よりの試験における成長度

(2)環境水の変化

これについては表－2およひ図－2－1のとおりである。

ここではクロレラ濃度の推移と,N02一Nとの川に何らかの関係が認められる。

表－2各試験区のpH 変 化
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（3）投餌と摂餌

との期冊の投餌は，毎朝ワムシが0.4ffii/CCの濃度になるよう前日の残餌量を鯛べ行なった｡期間中

の投餌，摂餌，延べ生残尾数，および仔魚1尾の1日あたりの摂餌愚などについては表－8－1おより

表-4-1のとおりである。ここで摂餌量を見ると6IE,10*区とも収容密度が同じならば，仔魚1尾1日当

りの摂餌量には大差はない。このことは，との時間の摂餌が機会摂餌であることを示したものであろう

このため,飼育時期kおける適正投餌量の検討が必要となった。
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表－3－1ふ化後3日よりの試験における摂餌量と率

表－3－2ふ化後14日よりの試験における摂餌剛と率
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摂餌量と生残率及び成 長表－4－1
1

表－4－2 摂 餌 量 と 生 残 率 及 び 成 長
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表－4－3摂餌量と生残率及び成 長

2‘ふ化後14日よりの試験結果

(1リ成艮・歩W

ふ化後2週川を経た仔魚は，飼育環境にも慣れるとともに，エアーレーション等の物理的影容に対す

る抵抗力か備わり，通勤も活発さをWしてくる。1トンタンクよりサンプリンク・し，供試した仔魚は平

均体長(T、L)で4.55n,平均体亜で0.118呼堂で成長している。期Ⅲ1を通じての減耗状況は図－1

のとおりであるか.A区とB区において，明らかに差が生じてきているとともに，いずれの収容密度水

槽でも，低密度の収容水櫓の歩留率か高い。これは昨年の試験と同様の結果で，クロタ．イにおいては，

水櫓移動に対する抵抗力が備わるふ化後18日前後に分散飼育に移すことの技術的手段の有利性をさらに

明確にしたものと云える｡一方,成長については歩留りの一番悪かった1.0尾/50cc区がI7粥増と目立つ

他は，ほとんど同じである。とくに年魚としての扱いがされない魚類は種苗生産の技術面からは，発生

初期段階では成艮を、んずるよりも歩留りの向上に努めるべきであり，をた成長については成長差を少

なくすることにⅢ点を置くことが第一と考える。昨年においては，この時期に1.8倍もの成長差を生じ

ていたが今年は般高で1．3倍におさえることかできた。

（2）投餌と摂餌

ふ化後1週Ⅲ1～10日の時期においては，機会摂餌による餌料吸収が値とんどであろうと思われるが．

ふ化後10日を過き．るころからは仔魚の行動にも明らかに摂餌行動か認められる。このようなことから

も，さらに適正役餌賦あるいは必嬰摂餌量を検討する必喚があると考えられるので一応前日の強餌耐よ

り判断し投餌した。その納果は表－3－2および表－4－2のとおりであった。
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（3）環境水の変化

pH,NO2-N,クロレラ濃度の変化については表-2および図-2-2のとおりである。節1段階にお

いても多少その傾向がうかがわれたクロレラ濃度とN02-Nの関係はこの段階においても見られた。こ

の関係はクロレラの水質浄化の効果とも考えられるが，これについてはさらに複雑な要因が加わるもの

と考えるため，ここではとの効果についての考察はさしひかえる。

3．ふ化後25日よりの試験結果

(1)成長・歩留

ふ化後25日を経る仔魚は平均体亜(T.L)6.89糞璽，平均体重1.66画蘭となり，淋泳行動はさらに

活発となり肉もついてくる。減耗状況は図-1に示したが収容後数日1mの減耗は著しく’試験期間の減

耗の約70形がこの数日にあたっている。これは仔魚の行動から明らかに共喰いによるもので，収容密

度の変化および移動が仔魚に対し心理的な影蓉を与えた結果生じたものでこれは昨年と全く同様であっ

た。戎た収容密度においては非常に顕著な差を生じており，収容密度の低いものほど高い生残率を示し

ているが，これは第2段階の結果よりさらに明確なものであり，これらの点からもさらに分散飼育の必

要性をものがたっている。

（2）投餌と摂餌

との段階においては明らかに摂餌行動が認められるため投餌鼠については毎翌朝，前日投餌量の5～

10％の残餌があるよう計数しワムシを与えた。その投餌園および摂餌風については表－3－3および

表－4－3である。なお，この時期よりワムシに加えプラインシュリンプを与えた。

この段階での試験から流水飼育に変えた。したがってクロレラの濃庇についてのコントロー'しは考慮

しなかった。pH,NO2-Nの変化は表-2のとおりである。

摘 要

昨年に引き続き「クロダイ飼育と生活空間」について試験を重ね次の結果を得た。

1．仔稚魚の成長にともない収容密度を下げることは生残率の向上に結びつくが，適正収容密度は1

トンタンクの場合おおむね次のようにたる。

ふ化後10日萱では2万尾／トン

ふ化後20日左では0.5～1万尼／トン

ふ化後40日戎では0.2～0.4万尾／トン

2．ふ化後20日前後において撰別，分散飼育をすることは生残率の向上に大いに役立つ。

』
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クロダイ飼育と生活空間について

一そのⅡ一

小菅弘ヲ

47年艇における生活空M1そのI,本年のそのn，との両試験においてクロダイ飼育管理技術とし可

の分敗飼育の有効性が実験室的規模ではあったが認められた。そこでこの技術を適用した実地での飼予

管理においても有効であるかを検討するための試験を行なった。

供 試魚

とこで用いた仔魚は，昭和48年5月18日兵庫県淡路の都志漁港に漁獲されたクロク.イから人工も

卵，受柄を行ない，数時Ⅲ1の輸送後水試1トンパンライト水槽に収容し，ふ化飼育した仔魚であるが，

堆活空ⅢlそのUとの時lWl的IⅢ係から，ふ化後32日のものを用いて行なった。

試験方法

試験は本場飼育抑内のコンクリート.水槽(L3.0mXB1.5m×D0.5m)で行ない，①分散飼育

による効果試験と②戒及遥と共喰い現象の関係の2点について行なった。①の分敗飼育試験では，

コンクリート水槽を図-Iのようにゴース布を扱った枠で3つに仕切った区（以後A区）と仕切りのZ

い区（以後B区）にImj－タンクからサンプリンク・した仔魚（般大T、L10.57aa,股小T.L6.10an,

平均T､L7.593)を肉眼的に，大・中・小に瑛別を行なった後.A区については大135足，中300

足，小300尼をサイズ別に収容,B区には大135尾，中300ra.小303足を分離することなく収落

した。役餌吐は,A.B間区ともワムシ，チグリオパス，播潰魚肉を旧】耐づつ与えた。

一方試験②では同型コンクリート水槽にふ化後52日のもの（平均体艮28．OSaa)117尾の中へ』

化後30日（平均7.6k)の仔魚を32尾を入れ成長差が及ぼす結果について検討した。

試験①では,65Hill),試験②では70日Ⅲ飼育を続けたが，途中における徴耗，成及状態の観察t

困離であったので，雌終的なもので判斬した。

試験結果

試験①分敗飼育のA区においては3区に仕切られてはいたが海水の交換流通は仕切りに影轡される《

とは少ない。当初3区両に仕切られてはいたが，側始後5日頃から庇而のスキⅢ}から出入りするようし

なり，ここで5区画に仔魚自身で分散した形となった｡

試験Ⅲ|始Ⅲ1もなく，仕切りのないB区においては大きいものか，小さいものを追い共喰いの現象を；
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せたが,A区では1iSIIII後に少々 認められ始め

たが長くは続かなか-､た。生残率，成長につい

ては表－1のとおり，歩削りについては,A区

で58尾の7．8影であったが,B区では1on

の1．3影にすぎなかった。この結果,A区はB

区の5．8倍の歩留りを符ているが，これは区画

の数とほぼ一致する。

成長については，逆にB区が勝っており，体

畏では約1.3倍，体亜では1.8倍となっている.，

試験②についても，さらに興味深い結果を1＃

ている。ここで供試したふ化後52日のものは

すでに魚肉にもついているが，投餌としては，

ふ化後30日のものも含誉れるため，ワムシ，チグリオバスに加え魚肉を与えた。共喰いはさらに激L

いものであった。しかし，生残は116尾（78．5粥）と非浦に聞く，ここでも減少した尾数の32尾壁

ふ化後30日の尾数と一致し，これは成長の控の影響が明確にされたものである

表－1生残供試魚の生残率と成

分散飼育(A区 非分散飼育(B区）

生残尾数 58個 101

生残率 7.8影 1.3影

最轟 83 8§

体皇 最違 37 64

平室 58． 75．

最葺 34 34

体禰 最垂 1‘1 2恩

平均 23． 28．

最亮 17‐ 18．

最逗 1．8 8．1

平塗 7.0 12
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結筋

以上の試験より実験室における結果は実地においても同じ結果を得ることとなった。これらのことか

ら考えると，「同一場所に収容された個体差の生じる個体群の榊成は，成畏，生残に影稗を与えながら，

それら自身が柵成変化を発展させ，環境を作り上げる」と定穣づけられると考える｡従って，今後，刷

苗生産技術の改良点として，

①体長・体Ⅲを亜んじた成及差をなくすること。

②ふ化後20日ごろにお､いて，分散飼育に移すこと。

以上の2点について注意し，実現させるなら生残率の向上に大きく遊歩が兄られるものと思われる。

とのことから，現在稲苗生産の飼育管理法として，水櫓の大型化が進玲られているようであるが，少な

くともク｡ク・イにおける飼育法については，規模の検討をするとともに，分敗飼ff法を取り入れること

が錨雀しい。
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ヨシエビ種苗生産試験

時露

1）高知産親エビによる早期匝苗生産について

ヨシエビの秘苗生産については，前年度までの試験の結果，問題点も多く残されているが一応量産化

のメドが立ったように考えられる。しかし，放流に適したサイズ(20～30a)まで育成するには

50日～60日を要し府下産親エビを使用した堀合産卵期が7月中旬から9月中旬の間であるため，生

産した種苗の放流ができるのは早くて9月上旬となる。

この時期に放流した種苗のその後における成長は末調査のため明らかでないが，なるべく早期に生産

し放流を行って，できれば年内に漁穫対数として，放流事業をよb効果的に実施するため商知産親エビ

による早期生産試験を行った。

材料および方法

1.親エビ

供試規エビは商知県御畳瀬漁協の底びき網により土佐湾で漁狸され，6月11日早朝水陽されたもの

から卵巣色調．活力等を吟味して理別した，親エビの大きさは平均体長122.5,平均体Ⅲ27．29の

ものであった。

2．親エビの輸送

親エビの輸送に餌，釣用クーラと段ボール箱(箱の内側を発泡スチ･一ル板で囲む）を用い箱の中に

乾燥冷却オガクズとアイスノンを箱上下に入れ，ケース内の温喫上昇を防ぎ左がら自動車輸送を行ない：

その所要時間は約7時間であった。

なお，輸送ケース内の温哩は出発時19.2℃，到若時21.0℃で輸送に上るへい死はなかった。

a 試験池

I ll保温池

ボイラー等にエる加温池がないため屋外コンクリート池（‘1.5”×1.5m×0.6m水蹴約3．5トン：

4面に塩ビ半透明波板で囲いをして水温の上昇と保温を図った。水温が上昇し過き･るときは塩ビ波板を

取り除き調節したが，図】に示した上うに天候に左右されるところが大きく，水温の変化も激しかった．

なお，試験池の通 は各池とも丸型エアーストン3コによりゆるやかに行なった。
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（2）対照池

対照池は屋外30トン池（8．Om

X2.6m×1.7m)で池底には塩ビ

20％パイプを配管敷設しこれに通

気口を12カ所設けゆるやかな通気

を行なった。

（3）試験飼育海水

飼育海水はl鋤目化繊網袋で炉過

して使用した。

4．産卵

保温池4面には90函×6Ocn>

辺i飼育中の水涜

包竺rf

60回の生賛寵（鉄枠タキロンネッ

ト8％目張り）を各池2寵を沈設しl龍に親エビ4尾（1池当り8尾）を収容した。

常温池は130c飼×90師×110enの生費寵（鉄枠クレモナ12節網張り）に親エビ30尾を収容して

産卵せしめた。6月11日I3時より収容した親エビは,6月14日全尾数を取掲げた。

5．餌料および飼育

ふ化ノープリウスが確認されたら直ちにゾエア期の餌料である珪藻を繁殖せしめるため栄養塩顛とし

て水蹴1トン当り硝酸カリ21，第2燐酸カリ0．21，畦酸ソーダ．0．21，クレワット"0.2,を適時

投入した。池水は珪藻の繁殖により茶褐色を呈し，スケレトネマが優占種であった。

ミシス期よりプラインシュリンプ，ノープリウスをポストラーバ期120目査で投与したが，その投

与量は保温池4面で1日当り乾燥卵409であった。

ポストラーバ期10日目より雑エビ,15日目よりアサリ肉をミキサーで粉砕して投与しこの時期よ

り流水とした。

結果と考察

保温池は4面（池廠F－1～F-4)を使用して実験したが，経過や結果の数値はF－1池で観測記録

したものである。

1．産卵．ふ､化

高知県御畳瀬漁協よりオガクズ誌にして輸送した親エビは，6月iii:ii3時より保温池4面，対照

池1面にそれぞれ収容した。産卵は収容した当夜に1部行なわれたが，大部分は翌晩に産卵し，前年度

室で実施した府下産親エビでは収容した当夜に最も多く産卵したのと異る結果となった。これはオガク
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ズ詰にして7時間かけて輸送したので活力が低下し回復に時間を要したためと考えられる。

産卵率は表1に示したが保温池75％，対照池は73％と大差はなかった。親エビ1尾当りのノープ

リウス数では保温池が57．000尾,常温池は93.000尾と少ないが，親エビの産み残しやふ化率，ふ

化率，ふ化直後のへい死等によるものと思われる。

表1．産卵尾数とノープリウス&

注保温池は4面使用（池厳,F-lよりF－4雀で〕

2．成長と歩留・

イ．保温池のふ化後の飼育は表2に示したように順調に経過してふ化後10日目にはポストラーバに

変態し，55日目（8月9日）の取揚時には平均体長31．8画に成長した。

表2．保温池飼育 経過
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栄養塩類添胴
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栄養塩顛添伽 ｽｹﾚﾄﾈｰﾏか優占種コーヒ色を呈す
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平均体長20～25ェで放流するとす

れば，ふ化後40～50日でこの大き

さに成長するようである。

歩研については図2，表3で示した

が，府下産親エビによる場合と同様に

ノープリウスからゾエア期の間に減耗

が著しく，ポストラーバ期董での歩留

は18．4影であった。

ポネトラーパ期から取揚時堂での歩

蘭は管理不十分な点もあって，前年度NiZ|MlPi

注での30～40形よりかなり下廻り

表3．ふ化から放流時玄での歩葡

注，取揚時平均体長31.8m

15．6％で取揚尾数は9,800尾（平均体長31.8璽画）トン当り2.800尾の生産となり保温池4面（計

16トン）の総生産尾数は鋤.000尾であづた。

ノープリウスからゾエアに変態する剛の歩留向上が大きな問題点であるが，高知産観エビによる早脚

大侭生産は府下産親エビより1カ月以上早く放流ができる見通がついたつ

ロ、対照池の成長と歩留については，ゾエア変態時に大部分がへい死し，ゾエアに変態した少数のも

のも6－7日間を要してゾエア3期になったがミシスに変態することなく全滅した。これは図1の「飼育

中の水温」で明らかなように常温池では日中でも25℃を越えることがなく低水温が原因と考えられ，

この時期におけるヨシエビ種苗生産には加温等により水温25℃以上に保つととが必要と思われる。

日
一
コ

雲
凸
．

(1)高知産（土佐湾）ヨシエピによる早期顧苗生産試験を6月1I日より8月9日室で実施した。

(2)親エビの輸送は冷却オガクズ誌により行った。

(3)試験池の加温は池に塩ビ波板で覆いをして水温上昇を凶った。

(4)加温池（3．5トン4面使用）で平均体長31.8mの椎エビを約3.000尾／トン生産した。

(5)府下産親エビによる生産よbiカ月以上早期大量生産が可能と考えられる。

(61対照池(30トン1面使用）では低水温(25℃以下）のためかミシスに変態することなく全滅し

た。
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2）府下産親エビによる種苗生産について

前年度に引続き|コンクリート池(30トン）を使用して同禄の方法で試験を実施した。
結果は表1.2に示したが，廷3回試験を行ない計58万尾の稚エビを生産し府下岸和田市と阪南町剣

先に放流した。

表I.産卵率およびふ化ノープリウユ数

’
一
備
考

表2．種苗生産試験結果

ふ化ノープリウスから取揚時蚤での歩

留は，1．7彫，5．8影と前年度の5.2

影.7』%より劣ったが,ふ化ﾉーブ幼舘
麺

リウス数が多く1池あたりの生産蹟で

は前年度を上雀わる枯果となった。

生産過程における減耗は右図に示し

たが過去の実験例と同様にノープリウ201

スからゾエア変態時に特に多かったつ

ポストラーパ期から取揚時堂での歩

留も23形・25％（前年度39％，

32％）と低く餌料，投餌量試験池生

産力等の検討が必要と思われるが，試

験池1トン当り5.000尾（放流サイズ）

程度の種苗生産は可能である。

12345678910II1213舛日も

－N一一P－－

－－－Z－M－
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クロダイ、マダイ標識放流試験

小菅弘夫，石渡卓

クロク.イの棚苗生産もHt産化に今一歩と近ずき，大fit放流も間近かとなってきた。しかし，大阪湾に

おけるクロク・イの生態的な知見は堂だほとんどなく，放流後の刷苗の分散・移動・成及なども不Iﾘlであ

るので，標識放流によってその動向を調在した。堂た，同時にマダイについても行友った。

供試魚

放流＃lの樋茄は，クロク・イは本年腰ク己タ・イ種苗生産技術開発試験によって生産された当才魚505尾

であり，マク．イは岬町多奈川地先で小型底曳網によって漁獲された当才魚400足である。

方 法

標識は全及20頭の赤色アンカークグを

背部に打込んだのち，フラネース散の5000

倍液で3分lⅢ薬浴をした。その後，放流堂

種類

クロク･‘

マ ダ

表1.放流魚の大きさ

体長“

7．15±1．3（

0．61±1．1（

体‘Ⅲ

13．18±7．34

45.06±13.9(

で3～5日Ⅲl陸上水柵で飼育したが，そのM1のへい死はクロク，イ，マタ・イ共にほとんどなかった。

放流は昭和48年10月2日，阪南町尼崎町地先1.1血の大型魚礁に行なった｡

標識魚の再捕と報告の依頼は大阪府下12漁協，兵庫県下11漁協，和歌山県下9漁協，懲貼ﾘﾑ下

10漁協，大阪府漁連，釣具小売商業組合に行なった。

結果および考察

再捕状況は第2表，第1図に示すとおりである。

マダイの再捕は全て放流地点よク南部であり，放流後20日以内に再捕されているものが多い。放流

後11日目に放流点より約50粒離れた和歌山県湯浅湾で採られ，放流後65日目に約45肋蛙れた兵

庫県沼品付近で再捕されたのら，その後の再捕は童いつ

雀た，クロク.イは放流後53日目に放流点より約9肋南の大阪府水産試験場地先テトフポツトに付い

ているものを滞水観察したが，その後観察例も漁獲の報告もなかった。しかし，放流後414日目,432

日目と相次いで，放流地点より約3．5粒の淡桧地先の定置網で漁獲された。

再捕はクロダイで2例，再捕率0.4影，観察例を入れても同0．6影であり，マク.イでは6例，何1．5

影と低率であるため，これらのﾘ『例だけで，移動，分散を明確には云えないが，ほ晋次のような推定が

できる。

マダイでは秋～冬期にかけて水温の降下とともに南下してゆき，友が品を抜け，紀伊水巡に入り，瀬
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表2．再捕状況

大

EJ9ケr]や

麺

腿 …
第1図標識放流魚再捕地点

－81－

穏却 i日時 場所 体皿1 漁り

クロタ･イ

昭和48年11月23【

昭和49年11月20I

昭和49年12月81

谷川地先1Or

淡輸地劣 約301

24

潮水観繁

小型定置卿

マ タ ･ イ

昭和48年10月9I

昭和48年10月10I

昭和48年10月131

昭和48年10月19I

昭和48年12月51

谷川地先北西1.5Id

ノ

和歌山県海草郡下津町大田

谷 川 地 先 北西2恥

谷川地先200f

兵庫県三原郡南淡町沼島i¥

４
０

８
０
８
４
０

１
４
５
２
４
６

エビ漕網

釣

小型庇曳網

エビ漕鞭

小型定匝網

釣



戸内海東部発生群に合流してゆくものと思われる。これに対してクロダイは放流後1年間再捕されてお

らず，2年魚で再捕されているので，放流直後1年魚の行動がマダイと同様に大阪湾外に出ているもα

か，放流地点附近に留室っているものか明らかでない。しかし，マタ・イでは2年魚の再捕かなく，クK

タ・イでそれがあったことは，クロタ．イでは定埼し続けていたものと考えられる。いずれにせよこのこと

は比較的回勝範囲の広いマダイに比べクロダイの方が放流地元に対して放流効果をあげやすい魚穂で副

るととを示している。

、成長についてみると，クロタ・イでは放流後432日目再捕個体の体重は放流時の約14．8倍であった。

玄た，マダイでは放流後65日目の個体の体砿は放流時の約1.3倍でクロタ.イよりも成長がよかった。

しかし，クロタ・イでは再捕在での期間が長かったのと放流個体が小さかったので比較的その成長が正剛

に出たのに対し，マグイでは放流後間もなく再捕されているうえ，放流魚が大きく個体差も大きいのマ

正確な値であるかは疑問がある。
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イソゴカイ養殖試陽

’

1）電熱加温による産卵と成長の促1

垂
巨 田 俊 一

社団法人農業電化協会からの委託試験である

実験方法

47年2月から加温親虫槽10槽，加温養成槽10槽，およびそれらの対照としてそれぞれの非加温

槽各I0槽を設けて実験した。

加温蓄養槽は100V・100Wのプラポートヒーター（丸五工業製）を。加温養成槽は100V・100w

の農業用フアーマツト（大宮電気製）を各幡に1枚づつ用い，温度調節はT4LLサーモスタプト

(EGO製）を20℃に楓笹して第1図の方法で測温制御した。水温は横河電気製熱電対式温度記録計

ERB,12-30-23-r

連続記録した。各蓄養

原水

帰一L
iJ

(上鯉

~…ー~~…~一一ｰ＝皐一＝唇竺L当一塁ニニー『一
槽は’槽当り500個体（中段)－ー ＝里巽目皇ゴーLご里r畢野全ヨーム
のイソゴカイ（前年6（下段》L_｣－－－－－－－－－－－，－
月ふ化群）を，をた各（列'12343678910II12'

養成槽は前期蓄養槽か

壁鯉騨鶏駕繊驚鰯緬下棚,:予祁らの早期採卵した卵の

7列：〃曹鈍
'/oづつをI槽に放養し，

2~6列:加湿饗成槽

放養20日目に飼育砂8~1割:加垂誓暴槽
59中の生存稚虫を確△：裁虞妃錬計懸退部神>､水柑

o:サーモスタット双村*mi..:ｻー ﾓｽﾀｯﾄ郁脚銅
認した。なお親瞳虫，お

第｜図加温槽での測湿と温度制御方法よび卵からの養成中の

飼育管理法は前年と同様である。

結 果

産卵促進について，毎日I0時の水温と生殖型（産卵個体）浮出数を第2図に示した。加温区の水温

は設定温度の維持が困難で，20℃以下のこともあった。生殖型の浮出（2槽,1．0伽個体の親虫蓄■

に対する浮出数で示した）は加温区で3月下旬からであったのに対し，非加温区は4月下旬からであっ

たo

成長促進について，養成期間（3月下旬～10月中旬）の旬平均水温と，との間における加温養成棚
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での生殖型浮出数を第3図に示した。加温槽では18～27℃，非加温槽では12～27℃で，卵放

養後20日間の水温はそれぞれ,18～25℃,12～25℃であったが，両区とも稚虫が確認された｡

10月をでのIll]に加温槽ではふ化後約6カ月で雌I個体，雄9個体の生殖型が浮出したが，非加温槽で

は全く浮出しなかった。加温槽で得られたとの生殖型は雌雄とも体型が小さく，雌でも20m以下であ

った。この生殖型での採卵(91X81)を試みたが産卵すること左くへい死した。なお加温槽，非加

温槽とも48年5月には多数の生殖剛浮出がみられたが，両槽ともその大きさは正常で雌は約30画，

雄は約25画掴の個体が多かった。

､蝋.,緯V割20

帆

I

藻2図

ｌ IV
‘
ロ
ー
一
一
、 V

加温蓄養掴(IMNh)と非加温蓄養槽(IMNn)での10

爵の温度（“）と5日毎の移動平均温度（太録)および生殖型

浮出数(縦頬）

養成槽の旬平均温度と養威期間中の生誼型浮出数

IRNh:加逼養成槽

IRNn:斗勧ﾛ湿養成槽

第3図
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考察

加温稽養槽で設定温匝が維持できなかったのはヒーターの電気容量不足と故障が原因で，加温器具の

選定が不適当であったと考えられる。加温養成槽では20℃以上に保つことができたが，このヒーター

は温床線をビニ弓'レシートでおおった釦×1帥庫のもので，飼育槽の内側に飼育砂を包むように設匠

され，マットの％は飼育砂と接していないことから，1～2月の極寒期には20℃を維持することは不

可能であろう。ともあれ，加温蓄養槽では非加温槽より1カ月早く採卵できた事，当た加温養成櫓では

卵から約6カ月で養成虫体の1部が浮出してきた事は加温飼育が産卵促進に有効である事を示すもので，

今後は加温器具の選定，加温開始時の早期化等により，雁ぼ周年採卵か可能であるといえよう。

2）卵放養密度，投餌回数（量）と成長

42～47年度においてイソゴカイの飼育技術はほぼ完成したと考えられるが，企業化への問題点と

して，’飼育楢への放養卵放，投餌回数および総投餌量と生産量，平均体匝，生残率，餌料効率等につ

いて実験した。

実験方法

同一母体より得た卵を約1000,2000,3000.4000粒の各区と約2000粒づつの3区をl孫

列とし，3段の棚に各段2系列づつを睡置し，稚虫が潜入し終った時から各約5カ月の川,1000~

4000粒区は毎日2回,2000粒づつの3区はそれぞれ1日に1.3．4回づつウナギ成魚用飼料を与え

て飼育した。実験開始前に各区（6槽）ごとに秤鼠した飼料を準備し，実験終了時の残量との差を各区

の総投餌量とした｡各区での養成最終日（採卵後160a)には各槽(42|)ごとの生産唾量と個体敷

を調査した。

結果・

約5カ月間の飼育結果は各区の平均値で第1表に示した。この結果から1櫓への卵放養数は約2000

粒（密度8300粒／耐),投餌回数は1日2回，捻投餌量は約250’の場合，平均体堕は0．39，生産

鼠約2009，同個体数約680と成長，生産量とも良好で，この珊合生残率は約30影,餌料効率は約帥

影であった。

なお各槽の生産個体数(n)と平均体亜(w)との間には

w=0．333072-0.000122n

相関係数は－0．525622

の関係がみられたことから，生産個体数，すなわち生残率が高いときには平均体爪は小であるといえる。

－85－



節1表卵数，投餌船と成長

涛蝋鷲::::
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並
昌 及事業のり養殖技術

安次機真義・石渡鼻

本年度は主として，糸状体の培養管理と，採苗及び育苗期の養殖管理を亜点にして，技術指導を行謝

った。

のり養殖通報の発行

昭和48年9月～49年3月の間に計4回発行し，技術指導並びに海況，気象，その他各種情報の提

供を行なった。

のり養頭技術巡回指導

昭和48年2月～9月（糸状体培養期）と，同年9月～49年3月（採苗期及び養殖期間）堂で，毎

月1回～2回定期的に巡回指導を行なうとともに，必要に応じてその都度個人指導を行なった。

のり養 殖概況

1．のり養殖の現況

府下におけるのり養殖概況は，次表のとおりであった｡

本年度は府下で最も古く，かつ最大の養殖場を有する貝塚市脇浜漁業協同組合が解散したため，経営

体数はかなb減少した。しかし生産状況は，養殖業者各人の栂数,持網枚数が共に増加した上，養殖技

術も一段と向上し，併せて気象，海況の順調等によウ，初めて生産枚数は3．000万枚を大きく突破した

平均単価は，全国的に豊作で生産枚数は史上最高の年であったこともあって，昨年度より格安であっ

た。
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2．養痘辞過概要(9月～4月）

〔9月〕昨年よりも4日早く，24日から中部地区の一部で，野外人工採苗が開始された。

〔10月〕3日から全地区で野外人工採苗が行なわれたが，ピークは10～15日で20日過ぎには

終了した。芽付きは一般に薄付きであった。芽イタミはほとんどなく健全であり，順調に生育した。､下

旬になって，冷蔵網の入庫は徐々に多くなってきた。

〔11月〕上旬は冷蔵網の入庫が盛んに行なわれた。中旬には北部と中部地区の一部で本張りが始雀

ったoアオの付着も増えてきた。

〔12月〕遅い南部地区の漁場でも本張りが始戎った。冷蔵網の出庫も多くなり，本格的な養殖時期

となった。芽の生育は一般に噸調，品質も大体良好でおる。早張りの網からは，早くも摘採が始雀った。

中旬に中部地区で，養殖場の近くにある貯油庫から重油の流出事故があり，養殖中の約2.000反の網が

被害を受けたため撤去された。大阪府漁連では19日第1回の乾のりの共販が始戎った。

〔1月〕生産は盛期である。葉体はよくのびて摘採が問に合わないのもある。色落ち，ケイ藻の付

着が目立ち，品質は全般的に低下してきた。中部と南部地区でアカグサレ病が発生したが，被害は少な

い。

〔2月〕生産は続行。中旬過ぎに冷蔵網の出皿が盛んになった。葉体の伸び足は良好であるが，ケ

イ藻の付狩が多くなった。をた，アカグサレ病は小規模ながら全地区に戎ん延した。

〔3月〕生産はなお続行中。葉体は老化が目立ち，品質は低下した。ようやくアカク・サレ病は，下

火になってきた。

〔4月〕葉体の老化か著しく，ケイ藻の付着も多くなり，色落ちは一段と激しくなって中旬には終

漁となった。
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優良のり品種の導入試験

大阪湾における導入品種の製品分析一

小菅弘安

最近における のb義殖は，全国的に過剰生産気味であるとともに，病害発生の多発や)ni:賀低下につ

いて各地の試験研究機関において検討の必要性が高室ってきていると同時に研究が急がれている。をた，

養殖業者Ⅲlにおいては，生産性の高いもの，品質の良いものへの強い意欲から府下においても，5種の

品種が導入されている。そこで今回優良品剛導入試験の一環として，これらの品亜の製錨について，一

般分析を行い優良品刷についての検討を始めたつ

試 料

供試のりは，昭和47年3月から本水試で糸状体培謹されていたオオパアサクザ，ナラワスサ･ピ，地

種スサピから同年10月中旬に採苗した,Ⅷ網と韮殖業者が熊本より移入した荷明1号，および徳島県から

移入したスサピノリの5品翻から得られたのり唖網について．府下3地区の義殖業者に生産を依託した二

義殖地点は図一 1の

》ﾙk

図-I 験養遁場所

当初，各時期においての一般分析値の変化についても訓在する予定であったが，品諏の純粋維持か霊

雛と判断されたた

いてのみ分析をf

童た，製品の等

たつ

級妻

47年12月末から4a年1月上旬の間に摘採された各品種の初摘みのものに三

た◎

けについては，大阪府漁連の険在員によって判定を受けた（表一】)o
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表 -1養殖品種
－

試料
一

－

注：等級は漁連の検査員による。

祈法

水分・粗灰分･･･…常法

全窪素．．…･…ケ'レダール法

祖脂肪………ニーテル抽出法

粗掻白･･…・全窯素×6．25

炭水化物……控除法

結果

分析結果は表－2のと土､クである。

表－2分析結果（先）

炭水化物,他

25．74

－

試料
一

31．a;

33，05

26．42

36．25

－
－

のりの化学組成は養殖珊所，時期，獲殖管理，気象，海況などによって変化し，品質わ判定は今回の

試験のみで卓断することは困睡であるが，一般的に上級品には粗タンパクが多く，炭水化物，粗灰分は

低いとされているが今回の結果もほぼ同傾向にあった。

雀た．炭水化物と全窒素の和は，いずれの製品でもほぼ同比率であった。

一方，成長および病気に対する抵抗性については養殖業者よりの聞きとりから，ナラワスサビ・オオ

パアサクサか優れているようである。ただ，今回供試した製品のうちナラワスサピと，イ『明1号につい

ては，等級ですでに差を生じていたが，この点も考慮し，分析結果，味，成長，病気に対する抵抗，さ

らには価格を笠合して判定をするならば，府下の海況にあっては，①地稲スサビ②ナラワスサピが適

当と思われるか，さらに試験を重ねる必襲もある。
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47年12月末
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水分 粗灰易 全窒素 祖蛋白 粗脂肪

I2．3

12．4

I1．1

I2．6

11．6

7.II

8.7'

9．61

1．3’

8．61

7．18

6．05

6．03

6．60

5．69

45．49

38．17

38.04

41.59

35．91

2．1‘

2．71

2．11

1．4’

1.91



瀬戸内海栽培漁業事諜

1）クルマエビ育成放流事業

時岡 博

瀬戸内海栽培協会より紀布のあった種苗を下記のとお､り一定期間育成管理し大阪湾の適地に放流した

ク’レマエピ中nil育成および放流状況

なお従来泉佐野漁業協同組合の参加を得て実施して来た網囲い中間育成は,PCB汚染魚問題によ恩

混乱のため組合の協力が困睡となり中止した。

2）魚類放流技術開発凋査事3

安次嶺真義・石渡卓

前年度に引続き，ガザミの資源生鰹漁場調査と，放流管理技術開発調査を実施した。

I.資源生態激唱調査

ガザミ通獲■閃査

大阪展林水産統叶年報からカザミの漁獲低について，経年変化，漁業種畑別漁獲船を整理した。

ガザミの漁獲量は図1に示したとおり,1951年より,1957年戎では約400～600tonの漁獲

暇があったが，1958年からは急激に減少し始め，1959年は48ton,1970年は1．6tonに減少

した｡しかし,1971年から再び増加の傾向を示し，同年は16.5ton,1972年は78．8ton,本

年はさらに408.6tonと飛躍的に増大した。なお漁業穂類嗣がザﾐ漁獲唾を表1に示したが，ほとんど

小型底びき網（石けた網・板びき網）により漁獲されており，その他はわずかに刺網・定匝網等によっ‐

て漁獲されている。

－91－

受入
ハE

受入 圃
弔

育成方も 放流月日 放＃ 唖
諦

放流場所

谷)’ 71!6E 2.皿 陸上H 8月1［ 1.301 泉佐野市野出地先

谷I 9月5E 4.m（ 10月2【 2．80C
泉佐野市野出地先
泉南郡阪南町西鳥取地先

直接放流 8月23E 2.ⅨX 8月23［ 2．000 泉南市樽井地先

直接放流 9月20E 2.側（ 一 9月20［ 2.0OC 泉南郡阪南町西鳥取地先

計 10,㈹0 8.1OC



図lガザミ源獲量（大阪農林ｲ識誰り）

没1漁業種類別ガザミ漁獲量

(ton)

噸本船による漁穫鋼査

方 法

大阪湾南部の2漁協から小翻庇ひき網（石けた網）漁業者各1名を選び,5Hから出漁日数・操業瑚

所・微莱Mtt-漁獲したガザミの数馳，大きさ等についての操業日誌の記稚を依頼した。なお操業は1

災で4～5統のけた網を仙川して、1回約30分Ill]腿曳網し,I日10～15|n|投網している。

－92－



結果

1回曳網当りのガザミの漁穫尾数(CPUE)を．大きさ別に求めたのが我2である。をたCPUEの月

別分布図を図2－1～4に示したが，5～7月は操業場所も比較的南部の沿岸寄りで,CPUEは注だ小

さいが，8～9月h地加している。そのIⅢ漁場は沿岸沿いに北部に移っている。

表2．ガザミの大きさ別のCPUE

（単位：尾数／1曳網〕

Ⅱ、魚類放流管理技術開発時

本年腰もガザミを対象として，屋外コンクリート水槽(1回）と，小割網生費(2回）による中間言

成を実施するとともに放流Ⅷ苗の追跡測査を実施した。

中間育成試験

1．屋外コンクリート水槽による試験

〔鰯IfflD(育成期側6月11日～6月25日）

極 苗

、苗はCi～c,令期のもの132.000)t(M200万尾相当）で.6月101123時80分瀬戸内海栽

培漁業協会玉野酬業場をトラックで出発,･翌朝5時水試に到着したもので，所要時間は5時Ill]30分乏

あった。輸送は50Qi入ヒドロクンク5個に収容し，タンク内には各々3本の付薪器（キンラン）が投

入してあり．コンプレッサーによる通気が行なわれていたら到着時における刷苗の活力は良好であり．

へい死はほとんどなく，直ちに車上のタンクから直接ピニールホース（径5唾）により，水槽（7×5

×1”‘）2面に収容した（図3）。

収容時の気象状況は雲，気温20．8℃，水温20.0℃であった。
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『言ﾛ/木枠『苛〆鵬緬

「
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一

屋外コンクリート水槽

浮子 号一
一

事 籍 －－湖地

四
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淳子
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←デ：琴ロンノV"fえ

付 着器

図3屋外コンクリートﾌﾅ●I曾と,付着器

飼育の軽過と結果

柵茄を収容した2而の水槽は，生海水を使用し流水にした｡注水口は2カ所，棚、を収容した2idlの水棚は，生海水を使朋し流水にした。注水口は2カ所，排出口は1カ所で，排出

口前には網地張りの木枠を取付けて，稚ガニの逃亡を防いだ。水深は70画で、備時プロアーにより通

気した｡付蒋器は2ifti共18メッシュのサンライン絹地(150x50c:;3枚と，キンラン（長さ150

函）30本を使用し，適当な間隔をあけて高低に垂下した。なお水槽の底には，約100個のコンクリー

トブロック大の石を倣いた･

－98－



稲苗は収容後水槽の表面を瀞泳するものもあったが，大方のものは水梱の側面や、付着器忙付君懸垂

した。その後は付着器の下部に多く染るようになったが，1週間後には次第に付若器から離れて，庇肴

生活に移行した。しかし，日がたつとともに斗争や，共喰が激しく減耗が多くなった。水槽には時折よ

し費で水槽面積の3割位堂で田をかけたが，アオノリ等の雑藻か繁茂して，その中でへい死するも

のもかなりあった。‘

餌料は収容当日にプラインシュリンプの幼生を与えたが，翌日からはアサリの細砕肉と，雑エビの細

片を1日に2～3町を3回に分けて投与した。

6月11日～25日堂での15日間の飼育結果は，大きさC*～Cs令期（甲巾9.6～21．In)に

なり，残存尾数36.500尾1歩岡27．7形であった。

〔鰯2期〕（育成期間6月25日～7月17日）

檀 苗

前期の種苗は15日間の中間育成後に放流する予定であったが，都合により延期したため引鏡I

36.500尾を22日間飼育した。

飼育の経 過と 結果

飼育の方法は大体前記と同棟であるか，餌料は1日当り4～5K9を投与した。

飼育中は斗争や，共喰によるへい死が多く，減耗は一段と激しくなった。取揚げ時の大きさはCt-

Ca令期（甲巾32.0～48.0n)になり，残存尾数11.600尾，歩留31.6形であるか第1期からのa

算では8．8％になった。

なお飼育期間中の水温は21．3～28.0℃，塩分量は30.00～33.05蛤であった。

2．小率生費による育成

小割網生賛は5×5×3TOの口型で，承りエチレン網18目を使用し，水試沖9Omにある畦岸堤

（長さ125m)の内側，水深5mの珊所に設匝した（図4,図5)。

幽 苗

栖苗は前回配布を受けたものより大きいc.～Cs令期のもの21,000尾で.8月1日に玉野事業畑

を早期5時にトラックで出発し，14時に水試に到蕃した。所要時珊1は9時間であった。

輸送方法は前回と同様である。到着時の麺苗の状態けへい死がほとんどなく，活力も良好であった。

収容は一度屋外コンクリート水櫓（7×6×1耐）2面に仮収容し，翌日'1轡l網生費に移した。

飼育の経過と結果

飼育は8月2日から20日雀で，19日Ⅲ1行たった。付着器として，正方形のエスロンパイプ枠（1.：

X1.2m)にキンランを4本取付けたものを，網生費内の表面に2コ，底面に4コを股伍したほか，キ

ー”－
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ンラン30本を沈股した。

網生賓内の稚ガニは，収容当時は表而近くを盛んに遊泳していたが，堂もなく網の側面や，キンラン

ンに付蒲懸垂するものが多くなった。

餌科はアサリの細砕肉と，雑エビの細片を混ぜ合わせて，1日に600～8009を3回に分けて投与

した。取勘げ時（8月2oe)の大きさはs～C6令期（甲巾208～38.5)にたり，残存尾数

6，760足，歩留32.2Rであった。

なお飼育中の水温は25．9～30.0℃，塩分HtU.31．73～33.35%･であった。

夕

3．小型の小割綱生費による育成並びに適正収容密度の検肘

小割網方式によるガザミの中間育成並びに収容礎哩の相迎による成長，歩留を倹討するため，次の試

験を行った。

期間：6月I2日～7月9日

供試カニ；6月11日に配布のc.～c,令期

方 法

使用した小型の小割絹生賓はI×1×1:↓の口型で，ニッフ・強力網18目のものである。網生賛内に

は付着器として，キンランを各々 3本を沈設し，種苗200尾（試験区1)と,4001(1(試験区2)を

収容して，定期的に残存尾数を測定した。

餌料はアサリの細砕肉を1日に試験区】は1209，試験区2は250yをそれぞれ3回に分けて投与

した◎

結 果

試験桔染は表3に示すとおりである。

表3小型の小割網生智による試験結果

注：歩留は収容尾数に対し通算制合

川Ⅲ}中の水温は20.8～31.3℃，塩分mは31.80～3340%･である。
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小型の小割網生費による飼育は陸上池や．大型の小割網生管の飼育に比べると，歩留は良好であった。

これは密腰か低いことと，餌料が均呼に分散出来たことによるものであろう。

放減追跡項査

1．放涜経過

魂1回の放流は次のとおりである。

放流日時7月i8a15時00分

放流尾数I1.600尾(C,～Cg令期）

放流場所泉南郡阪南町鳥取沖合100～150m,水深2～4mの場所である。

魂2回の放流は次のとおりである。

放流日時8H21D14時30分

放流尾数6.760te(C.～Cg令期）

放流場所前回と同じである。

2．迫跡胴査

放流した椎ガニの分散状況と，放流地点付近での生息状況を調査する目的で実施した。

方 法

調在は椎ガニを放流した地点を中心に半径500伽と1.000mの線上に8点を定めて，､放流後1週

iⅢ目から行なった（凶6）。

図 6 放 流 追 跡 調 査採集地点

漁1“前年も使用した巾140画の'1,型の石けた網1統を用い，速度50m/率で約5分～10分間曳

網した。堂た刺網も使用した。
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潤盃は剛Ⅲ4回，夜間1回実施した。

結 果

採典したものは，魚顛，カニ麺，エビ，シャコ麺その他でこれらの棚畑別出現個体数は図7のとおり

である。堂た採鵬地点別出現慨体数は表4～7に示したが，魚噸29剛知，カニ甑20種噸，エビ，シ

ャコ肋18測珊，その他14穏頬で合計81種潮であった。をあ､採浦したガザミはI5尾である。この

経過は放流後1週Ⅲ[I（7月25日）にst、5で1尾（甲巾I0.1c*)採捕した。放流後3週間目(8

月6日）には,st、6段ひst.7で各1尾（甲巾11．6ca,M11.1c)ost.8で2尾（甲巾12.6

at,l]8.4c)合‘汁4足採捕した。戎た何地点では夜川操業の時1尾（甲巾I0.2ci.)採捕した。さら

に放流後5週Ⅲ咽（8月23日）にはst.2で刺網により6雌（甲Ill10.00～11．OOo).石けた

網ではst.8で2尾（甲巾10.8a.,MI1.6a.)採捕した｡

しかし，放流した稚ガニを再捕することは残念ながら出来なかった。

7月25日

8月6日

8月230

9月29日

魚類 カニ 類礎正ぅ好了麺その他

〃き、､、、
.《.:：き･･･.：
_：f･弓：？
‐■◆寺可●4●

ー、 今 や 一 ､9 ､

〃 、､、､、、、ﾐミ
.．..占洋”､ざ
．④､､甲ﾛ①｡『q

･･､､00．J■･■■
ﾁﾞﾛﾛ早■IやOG■
少守GIｳ4■

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■

、

、

"〃、、､､､刺鯉二
〃"ｲﾐ、、､、、､、､､N恥灘戦

010麺釦“釦

一

|■■■■■

図7種類別出現割合
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表5採築地点別の出現個体数（カニ麺）
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表6．採典地点別の出現個体数（エビ・シマ。類）
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表7．採集地点別の出現個体数（軟体類，錬皮頚他
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